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西日本の中山間地域における河川水の硝酸濃度と土地利用との関係について：安定
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Relationship between nitrate in river waters and land use in a hilly and mountainous area:
stable isotope-based analyses
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水域の水質悪化は，上流域からの栄養塩などの汚濁物質の流入とその水域の浄化作用とのバランスが崩れたときに生
じる。人口密度の高い都市型の河川では家庭排水の流入が硝酸濃度の上昇をもたらし，受水域の富栄養化をしばしば引
き起こしている。また，人口が減少傾向にある中山間地域の河川においても硝酸濃度が年々上昇している場合があるが，
その原因は不明である。そのような河川の一例として島根県の宍道湖・中海に流入する最大の河川である斐伊川が挙げら
れる。斐伊川流域では，人口減少や下水道普及率の増加にも関わらず，年々河川の硝酸濃度が上昇する傾向にある。ま
た，受水域である宍道湖や中海ではしばしば赤潮やアオコが発生しており，早急な対策が必要とされている。
流域の土地利用は河川水の硝酸濃度形成に大きな影響を与えると考えられるが，中山間地域においてはその影響は十

分に解明されていない。これは河川水における硝酸濃度の変化の範囲が狭く，土地利用の異なる流域間で硝酸濃度を比
較した場合，明確な差異が現れ難いためであると考えられる。また，硝酸濃度は流量によっても変動するので，流域の
土地利用と河川水の硝酸濃度の関係は常に一定とは限らない。本研究では，中山間地域において土地利用が河川水の硝
酸濃度に及ぼす影響について検討することを目的とした。斐伊川流域において 9つの流域（サブ流域）を設定し，水質
調査と硝酸の窒素安定同位体比の分析を行ったので，その結果を報告する。
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